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IoT事業をはじめたきっかけ
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2年前にインターネットに接続するドアセンサー、クラウドサーバー、 
モバイル・アプリケーションを自作して運用した。
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http://www.nikkei.com/article/DGXLZO03651830V10C16A6LDA000/

実証実験を実施したら日経新聞に載って問い合わせ殺到

日経新聞電子版 2016年6月16日

日経新聞 関西版 紙面 2016年6月16日 35面

イギリス商工会議所 日本支部の会報誌に掲載

フランス アンギャン・レ・バンでのユネスコ創造都市イベントで展示

等々、神戸名もない中小企業が全国・世界に配信されました。
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徹底したプロトタイピング指向で 
IoTビジネスを開拓しはじめた。
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スカパーJSAT様&神戸海洋大学様とのIoT&AIプロジェクト
船舶航行中に空模様をAIで認識して天候を予測する
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スマートグラスを用いたARのビジネス利活用デモが複数のメディアに掲載

https://www.kdl.co.jp/news/2018/02/hololens_media.html
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ファッション系EC用 AIチャットボットをCEATEC 2017でデモ展示

http://www.kdl.co.jp/news/2017/09/ceatec_2017_bot.html
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IoT専用クラウドプラットフォームをCEATEC 2017で初公開





鳥取は白ネギの一大産地だと聞いたので。



Negi Disease Predictor ver. 0.01

ネギの病害種を画像判定して症状と対策を表示

畑で写真をとるだけで、必要な薬品、対策が 
瞬時にわかるようにする。ネギ栽培の熟練者 
でなくとも病害の対策ができることで、栽培 
コストの低減、生産能力の向上、若手農家の 
新規参入の増加などを目指す。

今回は時間が限られていたため、5種類の病害 
を多層ニューラルネットワークで学習させた。 
「アブラムシ」、「さび病」、「べと病」、 
「黒斑病」、「軟腐病」を写真から判別する。 
計算上の認識精度は約97%



開発手順・時間　内訳

Deep Learning モデル開発

API Server 開発

（羽田空港のラウンジで 
　フライト待ちの間）

3時間程度

フロントエンド開発
7時間程度

Azure VM 環境構築

（先週土曜日の半日）

Deep Learning 学習処理 48時間程度 （東京出張行ってる間に 
　自宅のPCで実行して放置）

合計: 10時間くらい
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新事業創造係の人材教育方針
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チーム内ルール

1. 上司のたのみごとは断っていい
他人のことより自分のやりたい仕事を優先する

2. 資料より先にプロトタイプをつくる
クライアントには動くもので示す。資料のみのプレゼンは許可しない

３. 資料(パワポ)はA4一枚のみ
要点を1枚にまとめられないようなものは練り込みが不十分。お客様には伝わらない

4. 常に先んじて価値を提供する
Give and Take. 先にGiveを取ったほうが勝ち

5. 成果主義
会社に対していかに「価値」を提供したか。のみで評価する
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“思いつき駆動開発”で実績とイニシアチブを獲得する
トイレIoTシステムは思いついてから2週間で開発した結果、IoTの先駆事例としてメディアに取り上げられた。 

結果的にトレンド時期をいち早く捉え、IoT開発企業としてのブランディングを得た。
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開発現場の変化

むかし いま
会議偏重指向からプロトタイピング指向へ

製品開発検討会議
綿密な仕様策定・製造計画 

アフターケアetc..

試作

開発

プロト 
タイプ レビュー
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開発コストでもプロトタイピングが有利
会議にかかる人件費とプロトタイピング費どっちがお得？

VS
5人 ✕ 2時間 ✕ n日 

✕ 人件費(日) = ??? 円

Arduino UNO 
約3,200円

Raspberry Pi 3 
約4,500円

以前は資材費等、プロトタイピングにかかるコストが大きかったが、 
現在はOSS、Open Hardware等の普及でコスト少で実現可能となっている。

延々と続く 
検討会議..
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徹底的なプロトタイピングで日々発生するリアルな課題を 
解決し続けることが、他にない付加価値を生む。

IoTニーズの本質は「今まで無かったもの」。既存製品を応用するばかりでは顧客のニーズの本質に迫れない。 
一見くだらないと思われるようなものを深掘りすることが、新たなニーズの発掘につながる。 

思いついた事を即実装し、出てくる課題を諦めずに解決していくことで、新しい体験を生み出すことができる。 
IoT開発はソフトウェア、ハードウェア開発の両方の長所を活かして進める必要がある。



技術者教育にぽっかり空いた穴

ITでメシを食っている”技術屋”が見る

労働環境の優遇、勉強会・ハッカソンの奨励など、エンジニアの技術的欲求を満たして 
スキルアップを図る施策が多くの企業で一般化しているが、果たしてそれのみがエンジニア 
の幸福と、企業利益に貢献しているのか？と疑問している。

開発業とはビジネスであって、技術を追求することのみで対価を得られるものではない。 
技術者も一定の”商売勘”を持ち、自身の技術をバックグラウンドにして顧客にソリューション 
を企画し、売り込むことができる”技術屋”にならなければ生き残ることができないのではないか。 
技術のコモディティ化によって非エンジニアが扱えるテクノロジーが高度化すればするほど、 
単に「モノが作れる」「コードが書ける」人材のニーズはなくなると考えられる。

現在の人材教育は技術のみにフォーカスし、技術の目的が「利益を得ること」、「利益を得る 
ために価値を提供すること」という基本を無視してはいないだろうか？

弊社では上記の視点から開発ビジネスで本質的に「価値を創造する」エンジニアの育成を目指し 
て日々思索をしている最中です。
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まだまだ他にないこと、やっていきます。


